
路線バス運行系統名：鹿部駅線、 運行区間：鹿部出張所～宮浜～鹿部駅前
運行回数：1,949回 運賃：527，927円

【公有民営方式車両購入費国庫補助】
デマンドバス運行系統名：鹿部リゾート・出来澗地区線、運行区間：鹿部駅～ロイヤルシティ～鹿部駅

運行回数：39回 運賃：5,050円
デマンドバス運行系統名：大岩・鹿部地区線、運行区間：鹿部町役場～鹿部町大岩～鹿部町役場

運行回数：37回 運賃：3,700円

鹿部町地域公共交通協議会における地域公共交通確保維持改善事業の概要

協議会開催状況

生活交通確保維持改善計画の目標

令和4年度事業概要

１

事業実施の目的・必要性 地域公共交通の現況

・ＪＲ函館本線（鹿部駅）
・函館バス（株）（町内4路線6系統）
・デマンドバス（町内2路線）
・タクシー（1社）

令和3年10月28日 令和3年度第2回協議会を開催
・鹿部駅線の一部変更及びタクシー営業区域外旅客運送に
ついて承認
令和4年1月19日 令和3年度第3回協議会を開催
・事業評価及び鹿部駅線運行内容の一部変更について承認
（書面開催）
令和4年3月24日 令和3年度第4回協議会を開催
・デマンド交通及び鹿部駅線運行内容の一部変更について
承認
令和4年5月30日 令和4年度第1回協議会を開催
・令和5年度鹿部町地域内フィーダー系統確保維持計画につ
いて承認
令和4年11月15日 令和4年度第2回協議会を開催
・デマンドバス運行内容の一部変更について承認（書面j開
催）
令和5年1月18日 令和4年度第3回協議会を開催
・鹿部駅線の運行内容変更、地域公共交通確保維持改善事
業に関する事業評価について承認

町内公共交通利用者のよりよい交通サービスの提供を行うことを目的に、町内移
動・広域移動に係る生活交通の確保、観光客需要の取り込みも視野に入れた、
「鹿部町地域公共交通網形成計画」を策定した。この計画に基づき、令和3年5月
から「鹿部駅線」を再編、令和4年5月からは、交通空白地域の移動手段を確保す
る「デマンドバス」を運行し、利用者の意見を取り入れながら、運行内容の見直しを
実施している。「鹿部駅線」及び「デマンドバス」はJRに接続する他、町内の生活移
動の手段となり、地域公共交通確保維持事業により将来に渡り安定して確保・維
持することが必要である。

鹿部駅線の日利用者数を1日平均28人以上とする。
デマンドバス鹿部リゾート・出来澗地区線の日利用者数を6人とする。
デマンドバス大岩・鹿部地区千の日利用者数を2人とする。
小型ノンステップバスの導入により、高齢者をはじめとした足腰の弱い方も利
用しやすい公共交通となり、鹿部駅線を利用した町内移動のほか、JRへ乗り
継いで函館市・森町方面への広域移動も確保される。また、きめ細やかな
ルートになることで、観光客の町内周遊手段にも活用が見込まれ、地域活性
化につながる。



「プロセス」
・令和元年から町直営コミュニティバスの実証運行を
実施
・地域公共交通利用者会議及び地域公共交通活性
化協議会で協議をし、令和3年5月に路線バスを再
編、バスマップを作成、全戸配布した。
・路線バス用小型ノンステップバス購入

「創意工夫」
・地域公共交通確保維持改善事業費補助金及び公
有民営方式車両購入費国庫補助金の活用
・町直営コミュニティバスの実証運行及び地域公共交
通利用者会議及び地域公共交通活性化協議会の
意見、各種アンケートの結果を参考に路線バスを再
編
・路線バスの再編について、通学や町民ニーズ（各施
設への立ち寄り）に即した運行ルート、週3日交通空
白時間帯であった日中の便を追加、コミュニティ化し
たルートを運行可能な小型バスの購入、運賃の再
設定を実施。
・バス車内モニターへの町PR動画投影、新型コロナ
ウイルス対応の光触媒による車内コーティング、車
内への無料Wi-Fi搭載
・地域公共交通利用者会議や利用者、バス事業車の
意見を参考に、ルートや時刻を変更
・子どもたちによるクリスマスの車内装飾の協力によ
り、身近に感じてもらう取組みや、バス事業者による
季節ごとの車内装飾を実施
・幼稚園児の乗車体験を実施

令和4年度事業の実施状況

１）プロセス、創意工夫

※別紙のとおりとして、運行計画を添付してよいか。

２

【系統名・運行ルート図】

２）運行系統



令和4年度事業の実施状況

１）プロセス、創意工夫

※別紙のとおりとして、運行計画を添付してよいか。

２

「プロセス」
・令和3年10月からデマンドバス実証運行を実施
・地域公共交通利用者会議及び地域公共交通活
性化協議会で協議をし、令和4年5月から本格運
行を実施した。
・デマンドバス用10人乗り車両購入

「創意工夫」
・地域公共交通確保維持改善事業費補助金の活
用
・実証運行及び地域公共交通利用者会議及び地
域公共交通活性化協議会の意見、各種アン
ケートの結果を参考に運行内容を決定
・路線バスの運行しない又は停留所から遠い交
通空白地域の移動手段として、自宅から路線バ
ス乗継ぎ場所まで運行
・デマンドバス車両には、中学校美術部がデザイ
ンしたイラストをラッピングした。
・地域公共交通利用者会議や利用者、バス事業
車の意見を参考に、対象地域を変更
・デマンドバス運行事業者によるタクシー営業も
開始した。

【系統名・運行ルート図】

２）運行系統
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３）利用実績（路線バス）

４）収入実績（路線バス）
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３）利用実績（デマンドバス全体）

４）収入実績（デマンドバス全体）
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３）利用実績（デマンドバス補助対象路線）

４）収入実績（デマンドバス補助対象路線）
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・路線バスについて、運賃設定を一律100円と見直したことに伴い、 高校生の
利用は増加したが、日中の便を利用する高齢者が減少したため、目標人数
を達成できなかった。
・小型バス車両取得により、年間修繕費が半分程度に抑えられている。燃費
に関しては、月平均1.3K/L程度改善されている。
・小型バスを活用したバスの乗り方教室については、新型コロナウィルスの感
染症の影響により未実施となった。
幼稚園児の乗車体験やクリスマスの装飾を小学生にしてもらうことで親しん
でもらった。
・公共交通利用者会議等で意見聴取し、利用者ニーズに即した運行計画の見
直しを実施した。
・交通空白地の移動手段として運行を開始したデマンドバスについて、事前登
録者は、9月末で133人となっているが、令和4年度の利用者は、全地域併せ
て1日1人と目標を達成できなかった。

６）目標・効果達成状況

４

７）事業の今後の改善点

（令和５年度分と併せて評価）

５）事業実施の適切性

８）地方運輸局における二次評価結果

・地域公共交通利用者会議、利用者や運行事業者の意見を参考に路線
バスの運行内容を随時変更している。
・健診での路線バス利用の案内や、新型コロナウｲルス予防接種時にお
けるバス利用助成を担当部署で実施した。
・交通空白地の移動手段としてデマンドバスの運行を開始したが、バスへ
の接続であるため、乗換が発生することや、事前予約が必要となること
から、利用者が少ない状況にもかかわらず、費用負担が大きいことから、
運行方法の見直しについて指摘されている。
・高齢者に親しみを持っていただくため、9人乗りのデマンドバス車両を購
入し、中学校美術がデザインしたイラストをラッピングした。
・新型コロナウィルス感染症の影響により、バスの乗り方教室が未実施と
なった。幼稚園児の乗車体験を実施した。

・個別相談者や利用登録申請者に対し路線バス及びデマンドバスの利
用例を作成し案内した。

・公共交通利用者会議等で意見聴取し、利用者のニー
ズにあわせた時刻表の見直しを実施する。
・小学生を対象とした乗り方教室の実施や、路線バスを
利用した移動例を周知し、利用者拡大を図る。
・路線バス及びデマンドバスの利用者が少ない
便について、変更や減便を検討する。
・デマンドバスの利用説明会を実施する。


